



































（上）航空機 LIDAR による 1 m メッシュ
の樹高分布を10m メッシュに平均
化。























森林計画図より小班を樹種で色分け スポット 5 号衛星画像（2007年 4 月 7 日観測）
従来型の画素単位分類による樹種区分図 オブジェクト指向分類による樹種区分図

























　平成21年度の研究分野では、「プロジェクト研究」 8 研究、「基盤研究」14研究、「特定研究」 6 研究
の計28研究を精力的に進めるとともに、県立試験研究機関の横断的な研究である総合理工学研究機構の
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3 個体、ハクサンシャクナゲが 2 個体、ミネヤナギが 2








　地 球 科 学 研 究 室：輿水達司・内山　高
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　東 邦 大 学：丸田恵美子
　静 岡 大 学：増沢武弘
　北 里 大 学：坂田　剛





































































とした（図 4 、図 5 ）。カラマツについては、倒木なし
の個体では、胸高以下の小さな個体の割合が多かった。




ピークは 2 － 3 ㎝であったが、倒木脇のカラマツのピー


















































































　動 物 生 態 学 研 究 室：北原正彦・吉田　洋・
　　　　　　　　　　　　　小林亜由美



























　調査は、2009年 5 月より 9 月まで実施し、この間に集
積された群集データを使用して解析を行った。調査は、
調査区を人的管理段階の異なる 3 段階に分けて（後述）、
各々で通常月 1 〜 2 回、トランセクト法を用いてチョ
ウ類成虫の種と個体数のモニタリングを実施した。
　調査区の管理の段階（程度）は、1）管理なし、もし
くは 7 年以上放置（E 地区）、2）2006年まで管理、その
後放置（D 地区）、3）毎年秋に草刈りを実施、刈った草
は外に持ち出す（A、B、C 地区）の 3 段階が認められた。
























































































を 5 つ設置し、さらに各プロットに 1 × 1 m のシード
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　人 類 生 態 学 研 究 室：本郷哲郎
　環 境 計 画 学 研 究 室：池口　仁
　東京大学農学生命科学研究科：山本清龍


































































































図 3 　海抜2000メートルの酸素条件下でのヘムオキシ 
ゲネース （HO-1）mRNA の発現量
　　　海抜400メートル（平地）と2000メートル（準高
























































　環 境 生 化 学 研 究 室：瀬子義幸・外川雅子・
　　　　　　　　　　　　　　　長谷川達也
　国立水俣病総合研究センター：安武　章
























　2003 ～ 2007年（ 5 年間）の二次医療圏別標準化死亡
比を計算した。1998 ～ 2002年の次期には山梨には 8 つ
の二次医療圏が設定されていたが、その後 4 つに変更さ




































































　人 類 生 態 学 研 究 室：本郷哲郎
　環 境 計 画 学 研 究 室：杉田幹夫
　早川町日本上流文化圏研究所：鞍打大輔
　㈱ 生 態 計 画 研 究 所：小河原孝生・中村忠昌












































































































































あらかじめ異なる 2 日において各 2 時間 CB 装置内にと
どめる慣らし作業を行った。CB 装置を温度が調節でき
る人工気象器内に設置し、24℃環境と35℃環境（暑熱暴


















































































ELISA 法（Endogen Rat TNF α ELISA kit）を用い測
定した。
















































図 2 　 4 日間の各ストレス負荷後、採取した腹腔マクロ
ファージの初代培養細胞へ LPS 投与を行った24







































































































　工 学 院 大 学：佐藤貞雄
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2 － 1 － 2 　基盤研究
39
　以上の地下水中の Ca 及び Mg 濃度の把握から、これ
ら元素についてはその由来を単純に自然（地質）のみに
求めることには無理がある。むしろ、表層に近い地下水
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見られた。胸高クラスごとに見ると（図 3 、 4 ）、調査































図 1 　調査地 1 における個体分布
図 2 　調査地 2 における個体分布
図 3 　調査地 1 における直径クラス分布
























































































































































け成虫の発生が見られたものが 2 カ所、 3 年間見られた
ものが 1 カ所あった（全て「二次林の伐採地」）。その 1
例を示すと、2003年冬期伐採、2004年ワレモコウ自生、

































































































































トルでは、左右軸の0.1-0.5 Hz 帯域（F（1,32）= 7.88, 
p<0.01）と前後軸の0.5-1.0Hz 帯域 （F（1,32）= 4.44, p< 
0.05）に有意な音の主効果が認められた（図 1 ）。さら
に M-L 軸の0.02-0.1 Hz 帯域では有意な交互作用が認め





















　被験者 健常な成人35名（女性30名、男性 5 名、平均
年齢21.7±2.8歳）を対象とした。重心動揺を記録する
ため、重心動揺計（Gravicorder G-5500, Anima, Tokyo, 
Japan）を用いて連続的に圧中心（center of pressure; 
COP）が検出された。


















Hz）を実施し、Redfern et al.（2001）に従って 4 つの




































ラットを 3 つの環境温度条件で 2 日間曝露（25℃環境：






















ラット（Wistar 系オス、体重250g 〜 310g）へ与え心理的
ストレスにより腸内細菌由来エンドトキシンが漏洩し、
図 1 　 2 日間曝露後、採取した腹腔マクロファージの初
代培養細胞へ LPS 投与を行った24時間後の細胞
培養上清中 TNF- α濃度 （n= 4 ）






























































術センター（ 6 階建）と旧住吉合同庁舎（ 3 階建）の屋
上に風向風速計を設置し測定を行った。両点とも建物屋













図 3 　 7 地点における時間帯別交通量
49
　盆地内（釜無川と笛吹川の間）の国道20号線において
は 7 地点で交通量の計測が行われている（図 2 ）。ここ
では一例としてこれらの計測点の昼間の結果について示
す。
　表 1 に 7 地点における 7 時から19時の交通量一覧を示
す。中心部に近い C 点の交通量は郊外の計測点に比較



























































































































































図 3 　初期 NaOH 濃度を変化させた場合のエタノール
に対する CFC12の溶解度









　関 東 学 院 大 学：佐野慶一郎
　工 学 院 大 学：佐藤貞夫
研究期間

















































　本研究での廃 FPF の液相熱分解システムでは、1ton の
廃 FPF を処理する際に、4ton の廃 RO を使用する。液相
熱分解プロセスによって得られた分解生成物は、ディー
ゼルエンジン燃料として用いられることを想定した。
　焼却処理システムでは、1ton の FPF を処理する際に
発生する熱を利用して発電するため、副産エネルギーと
して環境負荷を差し引くものとした。 








































































































































































































（上）航空機 LIDAR による 1 m メッシュの樹高分布を
10m メッシュに平均化。







































































































































































































































































































































（ATS-M2950, Advanced Telemetry System, USA）を
2 － 1 － 3 　特定研究
61
図 1 　野生ニホンザル「吉田群」による農作物の摂食頻
度の経時変化（2004年 6 月～ 2008年11月）
図 2 　野生ニホンザル「吉田群」の位置の経時変化（2004


























































範囲は次の通りである（表 1 、図 1 ）。




















2007年 4 月 7 日 峡北地域を含む
2007年11月22日 峡南地域を含む
2008年 5 月 7 日 東部地域を含む
図 1 　解析に使用した衛星画像の観測範囲
63















































































































































































　排出源別割合：図 1 は各排出源の CO₂排出合計に占
める割合を示している。山梨県のデータは、環境家計簿








　月別排出量：図 2 は、排出源別・月別の CO₂排出量
を示している。 3 月～ 6 月にかけて、最も CO₂排出量
が減少しているのは灯油、次いで電気であった。自動車
燃料、ガス、水道由来の CO₂の変化はそれほど大きく





























境家計簿508世帯分（ 3 ～ 6 月の 4 ヶ月分）を集計・解
析した。なお、県内の小学校を通じて回収した1,162世


















































図 2 　排出源別・月別 CO₂排出量の平均値（使用している世帯の平均）





























ガス n 灯油 n
自動車
燃料 n
1 63 47 3 48 13 7 13 35 3 21 76 33
2 92 162 6 152 51 12 25 113 25 98 136 147
3 127 90 9 83 67 9 26 62 50 57 196 81
4 138 60 10 61 62 6 52 38 76 40 228 59
5 175 36 13 34 55 2 27 26 113 22 173 29
6 231 18 16 15 27 1 41 12 450 9 352 13
7 210 18 19 9 17 1 55 8 266 4 124 8



















1 148 47 8 48 6 7 2.0 35 1 21 33 33
2 218 162 18 152 25 12 3.9 113 10 98 59 147
3 299 90 24 83 32 9 4.0 62 20 57 85 81
4 325 60 28 61 30 6 8.0 38 31 40 99 59
5 412 36 36 34 26 2 4.2 26 45 22 75 29
6 543 18 44 15 13 1 6.3 12 180 9 153 13
7 493 11 52 9 8 1 8.5 8 107 4 54 8




































































































































































































2 － 1 － 5 　受託研究
2 － 1 － 6 　外来研究員研究概要
















































たマルチプレートに 1 枝ずつ入れ、7 日間予備培養した。
予備培養した枝の中から状態の良いものを選び培養実験
に使用した。培地は pH7.0に調製した1/4 C 培地にバナ









1 回（結氷期の 1 － 2 月は欠測）、手漕ぎまたは船外機
付きの小型船舶を用いて、水中の光量測定を行った。山
中湖北東端の平野ワンドにワンド奥部より 5 定点を設
け、11月からは湖心に 1 定点を加え、Li-Cor 社製ライト
メーター Li-250・水中光量子センサー 2 台を用いて、水
面（湖面）上と湖面下約10㎝と水深 1 m 毎に湖底付近
までの光量子速密度を測定し、相対光量を求めた。各定
点での水深はワンド奥部ほど浅くなっており、光量測定
は St.A では水深 2 ｍ、St.B では水深 3 ｍ、St.C では水
深 4 ｍ、St.D と St.E では水深 5 ｍ、湖心では水深10ｍ






ルが2.3（±1.2）、 バナジウム濃度 5 ppb が2.1（±0.7）、
50ppb が1.3（±0.3）であった（図 1 －a）。同様に藻長
の伸長率は、それぞれ1.6（±0.6）、1.4（±0.3）、0.9（±0.5）
であった（図 1 －b）。いずれも、バナジウムが含まれ






培養実験では藻長が 2 ヶ月で 2 倍に生長しており、著者














は 1 m が44.1%（±3.4）、 2 m が23.8%（±3.9）、 3 m が
13.5%（±3.3）、4 m が8.4%（±1.9）、5 m が4.9%（±1.8）
であり、湖心では 6 m が4.5%（±2.6）、 7 m が2.9%（±















































    ⑦富士山における環境指標生物を対象にした保全生
物学的研究（H19～H24）
    ⑧中山間地域における交流型地域環境資源管理シス
テムの構築に関する研究（H19～H23）
⑵　事後評価　 4 件





　　2 ）特定研究  1 件
　　③木質内装材が人の心と体に与える影響についての
研究（Ｈ19～Ｈ20）
　　3 ） プロジェクト研究  1件
　　④生ゴミ由来生分解性プラスチックの生産と利用に
関する LCA の研究（Ｈ18～Ｈ20）























































































































































　茨城大学理学部 4 年生、 4 名
　茨城大学理学部修士課程 2 年生、 2 名
　東邦大学理学部 4 年生、 2 名
　静岡大学理学部 4 年生、 4 名





　東京農工大学農学部地域生態システム学科 4 年生、 1
名
環境生理学研究室
　山梨県立大学看護学部 4 年生、 1 名
　山梨県立大学人間福祉学科 3 年生、 1 名
環境生化学研究室
　愛知学院大学薬学部助教、 1 名
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平成21年 8 月 5 日
　第 9 回国際藻類学会エクスカーション（環境科学研究
所）
　「Introduction to Researches in Yamanashi Institute 
of Environmental Sciences （YIES）」
　瀬子　義幸（環境生化学研究室）























　JICA 第 3 回地域別研修アフリカ　Wild Conservation 
and Management for African Countries（富士吉田市）
　「Crop Damage by a Wild Japanese Macaque Troop 

























































































































































3 － 1 － 2 　生態観察園・自然観察路のガイドウォーク
 （利用者数　469名）
　春と夏にアカマツ林の自然解説としてガイドウォーク









4 月 698 114（１） 812
5 月 1,228 56（３） 1,284
6 月 543 18（１） 561
7 月 455 38（１） 493
8 月 1,136 87（２） 1,223
9 月 606 10（１） 616
10月 583 71（４） 654
11月 447 0（０） 447
12月 246 0（０） 246
1 月 341 0（０） 341
2 月 362 20（１） 282
3 月 243 0（０） 243









開催日： 4月29日～ 5月 6日
　　　　 7月18日～ 8月30日
　　　　※ 7月は土日祝のみ実施
　　　　　 8月は月曜日と 8日 ･ 29日を除く毎日実施













小  学  校 101
中  学  校 35
高校・大学 11
一 　 般 26
行 政 機 関 9
合　計 182


































































































































調査期間　　　平成21年 3 月 1 日～ 5 月 7 日
参加校数 報告数 開花報告日（最多）

















































　     講師：樋口星路氏　宮下義夫氏　水越文孝氏
　　　　　　　　（日本野鳥の会富士山麓支部）


























































































































　・八ヶ岳薬用植物園（北杜市）　 平成22年 3 月 3 日
　・県立文学館（甲府市）　 平成22年 3 月 9 日





































一 般 書 11,407冊
児 童 書 3,223冊
参 考 図 書 1,426冊
富士山関係 385冊












一 般 雑 誌 76タイトル
学 術 雑 誌 88タイトル
紀 　 要 166タイトル
行 政 資 料 252タイトル
小 　 計 582タイトル
洋　雑　誌 146タイトル
合計 728タイトル































































4 － 3 － 2 　「もりのおはなし会」
　平成21年 9 月～平成22年 2 月　毎月第 2・ 4日曜日



































































今回で 6、 7回目を数え、本年度は 2回共に山梨大学を
会場にして、以下のような演題で実施された。
日時：2009年 7 月22日（水）15：00－18：00





































































































第 1回　平成21年 8 月10日（月）・11日（火）
　　　　山梨県環境科学研究所、富士山五合目及び北麓
周辺
































































































































































　第 2回　平成21年12月 5 日（土）
　第 3回　平成21年12月12日（土）
　第 4回　平成21年12月19日（土）
　第 5回　平成22年 1 月 9 日（土）
　第 6回　平成22年 1 月16日（土）













































































　　臨 時 職 員　　小　澤　亜由実
　　臨 時 職 員　　小　俣　友　美














　　臨 時 職 員　　石　原　　　諭　　　　　












　　臨 時 職 員　　遠　藤　淳　子












　　臨 時 職 員　　渡　邉　　　学



















































































































































植 物 生 態 学










動 物 生 態 学







環 境 生 理 学












環 境 生 化 学







環 境 資 源 学






環 境 計 画 学









人 類 生 態 学







冷 凍 庫 室 超低温槽（－150℃）
クリーンルーム クリーンルーム及び内部機器
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